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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 889 △14.9 △83 ― △25 ― △28 ―
22年3月期第2四半期 1,044 △40.7 △104 ― △53 ― △78 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △1,424.57 ―
22年3月期第2四半期 △4,160.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 619 351 56.6 16,826.87
22年3月期 564 329 58.4 17,426.99

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  351百万円 22年3月期  329百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
23年３月期については未定です。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,857 △3.1 △78 ― 52 ― 52 ― 2,544.28



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな要因により、これらの予想数値と異なる場合
があり得ることをご承知おき願います。業績の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、[添付資料]２ページ「１．当四半
期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料]３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 20,874株 22年3月期  18,935株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  7株 22年3月期  7株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 20,146株 22年3月期2Q 18,928株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国経済の成長に伴う輸出の増加、政府の経済政策の効果

による企業収益の改善が牽引となり回復基調にあるものの、国内における高い失業率やデフレ状況は依然として続

いており、また海外経済の下振れ懸念や急激な円高の進行による輸出競争力の低下などにより、先行きはさらに不

透明な状況となっております。 

このような状況のなか、当社グループでは主力事業である技術職知財リース事業では、第１四半期において当社

グループの主力地区である大都市圏の営業所に営業員を一時的にシフトすることにより営業力の集約化を行い、新

卒者のテクノロジストを中心に優良顧客の開拓と既存顧客のニーズを的確に捉えた営業を重点的に実施いたしまし

た。その結果当第２四半期において小幅ながら顧客基盤が拡大いたしました。 

しかしながら、主力取引先である製造業の一部で好転する業種も見られたものの、多くの製造業では先行きにつ

いて依然として慎重な見方が多く事業環境の大きな好転が見られなかったことから、主力事業の技術者派遣である

技術職知財リース事業は、全体的には大幅な持ち直しまでにはいたりませんでした。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高889百万円（前年同期比14.9％減）、営業損失83百

万円（前年同期は104百万円の営業損失）、経常損失25百万円（前年同期は53百万円の経常損失）、四半期純損失

28百万円（前年同期は78百万円の四半期純損失）となりました。 

なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

①技術職知財リース事業 

精密機器関連、自動車関連等の顧客企業からの取引が前年同期比減少した結果、技術職知財リース事業の売上高

は885百万円（前年同期比8.7％減）、セグメント利益は40百万円（前年同期比22.4％増）となりました。 

②一般派遣及びエンジニア派遣事業 

子会社の株式会社ジオトレーディングによるものであり、売上高は３百万円（前年同期比94.8％減）、セグメン

ト利益は0.9百万円（前年同期比727.5％増）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の資産総額は619百万円となり、前連結会計年度末より55百万円の増加となりまし

た。これは主に現金及び預金の増加によるものであります。 

負債総額は268百万円となり、前連結会計年度末より33百万円増加いたしました。これは主に短期借入金の増加

によるものであります。また純資産は351百万円となり、前連結会計年度末より21百万円の増加となりました。 

なお、自己資本比率は56.6％と前連結会計年度末の58.4％に比べ1.8ポイント低下致しました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ93百万円増加（前年同期は122百万円の増加）し、240百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、得られた資金は18百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純損失26百万円、未

払金の減少６百万円があったものの、未収消費税等の減少31百万円、未払消費税等の増加12百万円等によるもの

であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、得られた資金は１百万円となりました。これは主に敷金及び保証金の回収による収入0.9百

万円、子会社の清算による収入0.6百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、得られた資金は74百万円となりました。これは主に株式の発行による収入49百万円、短期借

入金の増加24百万円等によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期連結業績予想につきましては、主力事業である技術職知財リース事業において、主要取引先の製造業全体の

取り巻く環境が依然として厳しいことから業界動向を推測しづらいこともあり、当初予想通りとしております。 

以上により平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年５月７日公表の予想通り売上高1,857百万

円、営業損失78百万円、経常利益52百万円、当期純利益52百万円としております。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 240,595 147,104

受取手形及び売掛金 228,062 225,301

その他 47,334 85,505

貸倒引当金 △141 △141

流動資産合計 515,851 457,770

固定資産   

有形固定資産 7,616 8,131

無形固定資産 7,888 9,100

投資その他の資産   

敷金及び保証金 70,857 71,377

その他 17,651 18,391

投資その他の資産合計 88,508 89,769

固定資産合計 104,013 107,000

資産合計 619,864 564,771

負債の部   

流動負債   

短期借入金 50,000 25,336

未払費用 21,947 20,122

未払法人税等 3,952 6,917

賞与引当金 69,978 66,334

その他 52,039 49,337

流動負債合計 197,917 168,047

固定負債   

退職給付引当金 70,820 66,865

固定負債合計 70,820 66,865

負債合計 268,738 234,913

純資産の部   

株主資本   

資本金 255,357 230,441

資本剰余金 254,755 229,839

利益剰余金 △157,640 △122,255

自己株式 △659 △659

株主資本合計 351,813 337,366

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △687 △375

為替換算調整勘定 － △7,132

評価・換算差額等合計 △687 △7,508

純資産合計 351,126 329,858

負債純資産合計 619,864 564,771

株式会社ジェイテック(2479)　平成23年３月期　第２四半期決算短信

- 4 -



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,044,821 889,553

売上原価 804,567 686,389

売上総利益 240,254 203,163

販売費及び一般管理費 344,613 287,157

営業損失（△） △104,359 △83,993

営業外収益   

受取利息 54 4

受取配当金 470 182

助成金収入 48,700 58,271

その他 3,462 932

営業外収益合計 52,688 59,390

営業外費用   

支払利息 1,247 821

為替差損 516 －

株式交付費 － 450

その他 1 1

営業外費用合計 1,765 1,273

経常損失（△） △53,436 △25,876

特別利益   

投資有価証券売却益 － 68

事業税還付税額 22,000 －

その他 960 1

特別利益合計 22,960 69

特別損失   

投資有価証券評価損 － 330

営業所統廃合費用 11,844 －

特別退職金 12,400 －

関係会社株式売却損 736 －

特別損失合計 24,981 330

税金等調整前四半期純損失（△） △55,457 △26,137

法人税、住民税及び事業税 4,479 2,562

法人税等還付税額 △7,006 －

法人税等調整額 25,820 －

法人税等合計 23,293 2,562

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △28,700

四半期純損失（△） △78,751 △28,700
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △55,457 △26,137

減価償却費 2,997 1,856

投資有価証券評価損 － 330

受取利息及び受取配当金 △524 △186

支払利息 1,247 821

投資有価証券売却損益（△は益） △112 △68

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,649 3,643

株式交付費 － 450

売上債権の増減額（△は増加） 85,245 △2,761

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,944 3,954

未払金の増減額（△は減少） △27,762 △6,857

未払費用の増減額（△は減少） 1,059 1,825

未収消費税等の増減額（△は増加） － 31,536

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,559 12,679

預り金の増減額（△は減少） △2,778 △2,413

その他 △29,284 4,596

小計 △33,635 23,272

利息及び配当金の受取額 524 186

利息の支払額 △1,446 △861

法人税等の支払額 △3,921 △4,531

法人税等の還付額 33,991 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,487 18,065

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,737 △130

有形固定資産の売却による収入 352 －

無形固定資産の取得による支出 △1,904 －

投資有価証券の売却による収入 165 164

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△9,988 －

子会社の清算による収入 － 666

敷金及び保証金の差入による支出 △11,448 △302

敷金及び保証金の回収による収入 41,074 982

貸付金の回収による収入 5,257 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,771 1,381

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 105,276 24,664

株式の発行による収入 － 49,381

配当金の支払額 △33 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 105,242 74,043

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,037 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122,564 93,490

現金及び現金同等物の期首残高 263,660 147,104

現金及び現金同等物の四半期末残高 386,225 240,595
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該当事項はありません。  

  

[事業の種類別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注)１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主なサービス 

(１)技術職知財リース事業・・・・・・・・機械設計、電気・電子設計、ソフトウェア開発分野を中心に、顧客

企業に対し派遣または請負の形態で専門技術を提供・支援する事業 

(２)一般派遣及びエンジニア派遣事業・・・製造現場業務全般、一般事務業務全般を中心とした登録制派遣事業 

(３)その他・・・・・・・・・・・・・・・上記２つの事業内容にあてはまらない売上高であります。 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(137,877千円)の主なものは、親会社本社の

管理部門に係る費用であります。 

［所在地別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

韓国・・・ソウル市 

３ 当期における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 

［海外売上高］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

韓国・・・ソウル市 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
技術職知財 
リース事業 

一般派遣及び
エンジニア 
派遣事業 

その他 計 消去又は全社 連結 

  （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

Ⅰ売上高             

(１)外部顧客に対する売上高  969,980  74,277  563  1,044,821  －  1,044,821

(２)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計   969,980  74,277  563  1,044,821  －  1,044,821

営業費用  937,079  74,161  61  1,011,303  137,877  1,149,180

営業利益又は営業損失（△）  32,900  116  501  33,518  △137,877  △104,359

  日本 韓国 計 消去又は全社 連結 

  （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

Ⅰ売上高           

（１）外部顧客に対する売上高  965,975  78,845  1,044,821  －  1,044,821

（２）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  1,300  1,300  △1,300  －

計   965,975  80,146  1,046,122  △1,300  1,044,821

営業費用  1,063,118  87,363  1,150,481  △1,300  1,149,180

営業損失（△）  △97,142  △7,217  △104,359  －  △104,359

  韓国 計 

  （千円） （千円） 

Ⅰ 海外売上高  78,845  78,845

Ⅱ 連結売上高        1,044,821

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合 7.6% 7.6% 

株式会社ジェイテック(2479)　平成23年３月期　第２四半期決算短信

- 7 -



［セグメント情報］ 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは「機械設計」「電気・電子設計」「ソフトウェア開発」の３分野を中心に、専門技術を顧客企

業に提供、支援する業務である「技術職知財リース事業」及び、主に製造業向けに労働者を派遣する事業である

「一般派遣及びエンジニア派遣事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

    ２ 調整額（125,220千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。 

  

（追加情報）  

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。  

  

当社は、平成22年５月21日開催の取締役会決議に基づき、平成22年６月８日付けで第三者割当増資の払込を受け

ました。この結果、第１四半期連結会計期間において資本金が24,916千円、資本準備金が24,916千円増加し、当第

２四半期連結会計期間末において資本金が255,357千円、資本準備金が254,755千円となっております。  

  

  

報告セグメント 

調整額 

（注）２  

  

技術職知財 

リース事業 

一般派遣及び 

エンジニア 

派遣事業 

  四半期連結損益計

算書計上額 

（注）１ 

計 

  

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

 売上高           

（１）外部顧客に対する売上高  885,655   3,898   889,553    －   889,553

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －   －  －

計   885,655   3,898   889,553    －   889,553

セグメント利益又は損失（△）   40,265   962   41,227    △125,220   △83,993

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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